
な
り
と
思
惟
せ
り
、
近
来
文
運
の
時
代
遣
と
、
人
智
の
開
明

と
は
、
完
全
な
る
一
大
人
格
を
要
求
す
、
是
れ
易
よ
り
難

に
達
せ
ん
と
す
る
、
捷
径
な
れ
ば
な
り
。

希
〈
ば
識
者
諸
賢
千
猫
中
一
鼠
の
駄
稿
に
、
一
績
の
克
明

を
奥
へ
給
へ
ば
、
雷
仁
大
阜
の
雲
寛
に
於
げ
る
比
の
み
に

あ
ら
今
、
「
叉
如
一
眼
之
亀
値
浮
木
孔
己
徒
に
余
一
人
の
幸

な
る
の
み
じ
非
、
日
疋
れ
や
が
て
宗
門
の
慶
事
な
り
。

日
本
悌
殺
史
よ
り
親
に
る

日
蓮
上
人

堀

惇

（

－

）

序

言

安
戦
後
に
於
け
る
世
界
思
潮
の
悪
化
．
人
心
騎
越
の
失
墜

は
和
凶
の
岸
へ
も
漂
ふ
て
砂
か
ら
ぬ
勤
搭

t
恐
怖
と
を
奥

へ
て
居
る
o
A
1
の
裡
に
根
本
的
救
済
策
を
怠
た
っ
た
な
ら

ば
、
死
砲
に
陥
ら
し
め
る
程
そ
れ
程
、
亦
熟
化
の
暴
威
を

逗
ふ
し
て
居
る
。
此
の
際
此
の
秋
静
か
に
日
本
悌
散
史
を

緒
い
て
法
華
侍
来
の
墨
者
、
上
宮
、
停
致
、
吾
組
の
三
大

偉
人
の
面
影
を
想
起
し
た
な
ら
ば
蓋
し
成
慨
無
量
な
る
も

の
が
あ
る
。
而
も
今
年
は
太
子
の
千
三
百
年
大
師
の
千
百

年
忌
辰
と
吾
組
降
誕
七
百
年
の
嘉
曾
正
嘗
で
あ
る
。
何
と

不
思
議
な
廻
り
合
せ
で
は
な
い
か
。
更
に
其
の
三
事
共
仁

「
異
俗
一
貰
」
「
王
悌
冥
A
口
」
を
以
て
経
国
の
理
想
要
諦

t

さ
れ
た

t
一
声
ふ
共
通
貼
を
見
出
す
時
荏
深
の
意
味
が
存
す

る
t
思
ふ
。

今
私
は
此
の
三
喜
あ
っ
て
始
め
て
日
本
悌
教
と
し
て
の
光

輝
と
特
色
が
存
す
る
も
の
で
あ
（
、
更
に
吾
姐
の
出
現
に

よ
っ
て
其
完
成
結
論
に
到
達
し
臥
龍
点
晴
以
て
生
命
を
賦

奥
し
た
も
の
で
あ
る

t
云
ふ
，
』
と
を
史
的
過
程
を
無
親
し

な
い
限
り
に
於
て
、
其
大
要
を
論
じ
て
見
た
い
と
思
ふ
。

（
ニ
）
婁
徳
太
子
の
備
教
観

太
子
誕
生
の
年
代
異
設
や
南
岳
化
身
読
等
仁
就
て
の
旋
量

研
究
は
今
の
‘
所
論
で
な
い
か
ら
後
日
に
譲
る
と
し
て
直

ち
仁
太
子
の
悌
教
観
い
い
入
る
こ
と
に
す
る
。
太
子
の
悌
数

観
は
一
号
一
円
以
て
之
を
謂
は
い
十
七
憲
法
及
三
経
疏
に
於
て

議
き
て
居
る
。

十
七
憲
法
は
大
体
上
儒
致
道
徳
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
が
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第
二
傑
の
一
君
高
臣
の
思
想
は
確
か
に
五
円
邦
固
有
の
園
鰻

論
で
あ
る
。
然
ら
ば
十
七
憲
法
は
吾
闘
体
精
紳
を
以
て
儒

数
を
統
一
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
や
、
勝
又
儒
殺
を
以
て

国
体
精
紳
を
統
一
騎
納
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
や

t
一再ふ

－
R
共
に
然
ら
や
、
第
十
俸
の
柊
b
に
「
共
是
凡
夫
耳
」
と

あ
る
を
以
て
見
れ
ば
貴
仁
備
数
を
以
て
其
立
脚

t
せ
ら
れ

た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
o
郁
て
篤
敬
三
賓
の
精
神
は
四
生

の
終
崎
、
高
岡
の
極
絡
な
る
も
の
で
ゐ
っ
て
、
此
の
理
想

の
下
仁
、
有
情
非
情
、
天
地
高
闘
を
統
一
し
開
導
せ
ん
と

す
る
も
の
で
．
其
の
理
想
の
内
容
を
更
に
具
設
し
た
も
の

が
質
に
三
鰹
疏
で
あ
る
。

太
子
御
著
述
の
三
経
疏
は
党
宅
の
三
敬
五
時
刻
殺
を
襲
用

さ
れ
て
居
る
こ

t
は
事
費
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
以
て
直
も

じ
混
般
市
宗
串
者
な
ら
と
遮
断
し
て
は
な
ら
向
。
何
と
な
れ

ば
太
子
の
悌
殺
は
串
一
蹴
未
分
の
時
代
で
あ
っ
て
、
而
も
泊

五
時
判
設
の
承
用
は
一
往
形
式
上
に
止
ま
り
其
数
義
貸
質

の
内
容
よ
り
見
れ
ば
、
法
華
中
心
論
者
で
あ
っ
た
。
即
ち

法
ク
経
疏
じ
於
て
今
経
の
諸
経
中
王
最
縛
第
一
な
る
よ
さ

を
述
べ
、
夏
に
第
一
な
る
所
以
を
審
か
じ
す
る
に
曾
前
開

後
の
二
殺
を
以
て
し
給
ふ
曾
。
前
と
は
三
乗
即
一
、
高
善
同

機
の
義
で
あ
っ
て
爾
前
四
十
余
年
の
経
々
を
法
革
連
迩
に

於
て
揖
蹄
融
曾
す
る
ニ
と
で
あ
る
。
間
後
と
は
．
法
華
本

門
書
量
所
説
の
常
住
不
滅
は
担
架
艇
の
如
来
常
任
を
説
い

た
文
で
あ
っ
て
、
其
由
漸
開
路
な
る
も
の
で
あ
る
o
故
仁

法
華
経
は
前
竿
迩
門
に
於
て
爾
前
を
曾
し
、
後
竿
本
円
じ

於
て
、
浬
繋
の
開
路
た
れ
ば
最
後
第
一
三
な

f
t。
更
に

云
〈
．
毒
量
の
常
住
は
五
時
を
躍
る
の
人
は
知
ら
A
Y
・
然

ら
ざ
る
は
知
る
、

t
赴
れ
蓋
し
浬
繋
遁
迭
の
皐
者
と
頗
る

某
の
徹
を
異
に
す
る
所
で
あ
る
。

己
上
述
べ
た
所
に
よ
っ
て
太
子
悌
教
観
の
中
心
は
略
明
に

な
っ
た
積
り
で
あ
る
が
、
進
ん
で
太
子
が
悌
教
を
政
治
に

授
用
さ
れ
た
深
旨
は

t
、
云
へ
ば
勿
論
闘
盆
経
費
の
術

策
と
し
て
で
あ
っ
て
「
政
教
一
致
」
「
真
俗
一
貫
」
は
貫
に

太
子
の
理
想
で
あ
っ
た
。
此
の
こ
と
は
先
に
も
論
じ
た
篤

敬
三
賓
の
精
神
や
「
諸
悪
莫
作
」
の
四
句
備
を
以
て
子
孫

を
導
か
れ
た
と
云
ふ
を
以
て
見
る
も
明
で
あ
る
。

太
子
創
建
の
「
真
俗
一
貫
」
の
理
想
と
法
華
悌
教
を
本
邦
仁

始
め
て
轍
入
し
偉
持
さ
れ
た
と
一
五
ふ
勲
功
は
吾
悌
教
史
上
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不
朽
の
輝
き
一
じ
あ
る
と
共
に
吾
等
国
民
の
一
日
も
忘
る
べ

か
ら
ざ
る
思
恵
で
あ
る
と
忠
ふ
o

（
一
ニ
）
億
数
大
師
と
其
末
涜

聖
徳
太
子
政
教
一
致
の
理
想
は
奈
良
朝
、
車
一
武
、
孝
謙
二

帝
の
時
に
至
っ
て
一
一
分
具
現
化
し
た
定
一
五
へ
ば
云
へ
な
い

こ
と
も
な
い
。
却
も
国
家
鎮
護
と
し
て
の
東
大
寺
、
岡
R
7

寺
の
建
立
は
、
天
武
帝
の
頃
か
ら
源
を
脅
し
て
は
居
る
が

勅
命
に
よ
っ
て
貫
際
現
は
れ
た
の
は
事
武
帝
の
時
で
あ
っ

た
。
竪
異
和
向
に
よ
っ
て
博
へ
ら
れ
た
律
宗
殊
に
白
四
渇

磨
の
整
式
芭
四
慮
戒
祖
の
建
立
は
商
都
悌
数
中
に
於
け
る

一
大
荘
観
で
あ
る

t
同
時
仁
嘗
時
数
昇
風
燥
の
肢
を
察
す

る
に
難
く
な
い
o
乍
然
、
法
相
第
四
停
の
師
玄
肪
が
朝
庭

内
道
場
に
出
入
し
、
義
淵
の
徒
、
道
鏡
ま
た
、
孝
議
帝
の

寵
を
受
け
て
太
政
大
臣
鵡
師
と
な
り
、
臣
下
と
し
て
あ
る

ま
じ
き
皇
位
の
曾
践
を
胃
さ
ん

t
す
る
に
至
つ
て
は
悌
敬

墜
落
の
極
点
で
あ
り
太
子
政
教
融
合

ω
聖
旨
を
悪
用
し
た

も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
殊
に
奈
良
朝
に
於
り
る
所
謂

南
郡
六
宗
は
小
乗
若
〈
は
権
大
乗
宗
で
あ
っ
て
太
子
悌
教

の
中
心
た
る
賓
大
乗
法
華
は
其
陰
影
だ
に
見
る
事
が
出
来

な
か
っ
た
。
此
の
意
味
か
ら
云
へ
ば
、
太
子
理
想
の
一
一
分

具
現
と
云
っ
た
の
も
取
消
さ
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
c
如
是
墜

落
せ
る
悌
教
の
救
済
と
南
部
小
乗
ル
戒
担
を
打
破
折
伏
し

て
、
叡
岳
高
（
大
乗
回
戒

ω
旗
械
を
樹
立
し
、
遠
〈
太
子

「
真
俗
一
貰
」
の
理
想
じ
教
理
的
基
礎
を
賦
興
し
た
の
が

卒
安
偶
数
の
代
表
者
、
偉
大
教
師
其
人
で
あ
っ
た
。
大
師

も

t
奈
良
大
安
寺
仁
あ
っ
て
嬰
異
将
来
の
天
台
三
大
部
を

閲
し
て
大
い
じ
戚
宇
る
所
が
あ
っ
た
o
越
え
て
、
延
暦
廿
三

年
入
唐
還
串
生
の
勅
命
を
奉
じ
て
彼
土
に
澱
航
し
‘
国
密

鵡
戒
の
四
宗
を
相
承
し
在
唐
二
年
の
後
大
岡
元
年
入
月
蹄

朝
し
て
開
宗
宣
言
を
L
た
。
大
師
に
よ
っ
て
開
敷
さ
れ
た

三
宗
統
一
の
日
本
天
台
は
其
玄
旨
を
進
法
相
承
の
本
魔
法

門
に
来
由
し
で
は
居
る
が
支
那
天
台
の
理
の
一
念
三
千
観

に
比
す
れ
ば
、
稽
之
を
具
現
化
し
賓
際
化
し
た
点
に
一
段

の
進
歩
接
展
を
見
な
げ
れ
ば
な
る
ま
い
。
叡
山
樹
立
の
先

網
戒
は
大
師
己
前
全
然
停
へ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

が
未
だ
小
乗
圏
内
に
あ
っ
て
、
所
謂
、
四
儀
に
共
し
て
有

名
無
賞
の
も
の
で
あ
っ
た
o
其
の
小
乗
を
打
破
し
て
純
一

無
雑
の
法
華
固
頓
の
大
戒
を
建
て
、
幽
家
鎮
護
の
賓
あ
ら
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し
め
、
且
は
奈
良
信
綱
の
麗
紳
を
脱
し
て
叡
山
の
濁
立
を

期
せ
ん
が
縛
め
じ
は
、
弟
子
光
定
に
向
っ
て
「
我
れ
戒
法

の
縛
め
．
に
は
身
命
を
惜
ま
も
’
」
と
ま
で
云
は
れ
た
位
で
あ

る
。
此
の
破
邪
顕
正
の
叫
び
は
賞
に
奈
良
悌
数
よ
り
平
安

悌
教
へ
の
一
大
轄
開
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

抑
大
師
は
軍
令
用
賞
以
偏
助
国
の
御
化
噂
で
あ
っ
て
三
宗

統
一
も
法
華
開
願
の
意
に
依
り
助
道
方
便
と
し
て
、
三
宗

を
採
用
さ
れ
た
ま
で
し
V

あ
る
o
然
る
仁
巽
統
一
融
合
の
深

旨
を
具
読
さ
れ
な
か
っ
た
一
事
が
踊
を
産
む
で
折
角
の
情

山
も
後
世
擢
賞
雑
蹴
の
濁
流
を
な
す
源
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
乍
然
英
竿
面
、
大
師

t
同
時
に
入
唐
し
蹄
朝
の
後
は

嵯
峨
帝
の
寵
過
を
受
げ
て
勅
許
金
剛
峰
寺
の
大
剰
に
、
進

む
で
敗
を
取
ら
む
よ
り
は
退
い
て
百
年
の
大
計
を
企
て
る

底
の
揖
受
的
陣
客
を
整
へ
た
弘
法
の
大
軍
が
潜
む
で
居
る

こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
品
。
偉
数
死
後
の
隙
を
衝
い
て

一
時
に
平
安
城
下
に
攻
め
入
っ
た
弘
法
の
勢
力
仁
は
南
郡

大
宗
の
弱
卒
は
勿
論
侍
敷
門
下
の
精
鋭
込
遂
に
弓
矢
を
牧

め
て
旗
下
に
馳
せ
奉
じ
た
。
慈
魔
。
智
謹
。
安
然
（
締
～

も
化
し
た
が
）
の
密
教
化
は
即
も
そ
れ
で
あ
っ
て
、
卒
安

朝
の
悌
殺
を
以
て
密
数
時
代
と
呼
ぶ
又
宜
哉
で
あ
る
o
智

謹
大
師
よ
b
約
七
十
齢
年
に
し
て
き
ま
で
衰
額
し
た
叡
山

の
義
躍
を
再
興
せ
ん
ご
し
た
慈
慧
信
正
の
門
下
に
慧
心
檀

那
の
ニ
傑
が
あ
っ
た
‘
就
中
慧
心
は
本
費
怯
門
h
T
究
一
寛
高

調
し
た
偉
勲
者
と
し
て
激
賞
す
る
者
が
あ
る
が
往
生
要
集

の
述
作
に
よ
っ
て
後
の
浮
土
開
敢
無
間
誘
法
の
由
漸
を
な

し
た
大
罪
は
如
何
仁
し
て
慣
は
む
と
す
る
の
で
あ
る
か
。

以
上
之
を
要
す
る
に
理
観
冥
想
・
苦
修
練
行
の
支
那
天
台

よ
b
y
出
で
て
、
稀
事
的
に
費
展
を
企
闘
し
て
立
っ
た
三
宗

統
一
の
日
本
天
台
の
停
散
の
入
寂
間
ち
な
〈
、
内
は
大
師

以
偏
助
国
の
玄
旨
に
迷
ひ
外
は
密
致
の
影
響
を
受
げ
て
顕

密
混
問
、
権
賞
雑
乱
の
誘
法
と
化
し
終
っ
た
。

（
四
）
卒
実
末
期
よ
り
吾
組
出
世
迄
の
概
観

弘
法
の
布
教
政
策
が
時
代
思
潮
に
適
合
し
た
と
云
ふ
も
の

か
、
兎
角
卒
安
朝
の
人
心
を
牧
捜
し
得
〔
同
家
的
安
寧
玉

慢
り
卒
安
は
偏
じ
畳
一
言
事
告
の
猫
占
「
る
所
と
在
、
り
、
天

皇
皇
子
、
掻
闘
の
落
飾
出
家
、
日
を
継
い
て
増
加
し
、

遺
寺
供
物
ま
た
前
代
未
聞
の
盛
況
を
呈
し
た
。
斯
〈
し
て

貴
族
的
偶
数
と
な
っ
た
平
安
め
密
敢
は
症
国
の
激
増
、
勢
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カ
の
陸
大
に
つ
れ
て
信
兵
の
一
践
居
漸
〈
暴
威
を
逗
ふ
し
て

新
古
義
二
扱
い
舟
f

闘
、
東
台
雨
密

ω時
一
擾
は
年
中
行
事
の

観
が
あ
っ
た
。
斯
る
一
肱
曾
賦
態
の
下
に
あ
っ
た
一
般
民
衆

の
不
満

t
信
念
の
渇
望
と
は
想
像
に
難
〈
な
い
o
其
の
時

機
を
促
へ
て
突
貫
し
た
の
が
昼
也
の
踊
跳
念
悌
芭
良
忍
の

融
通
念
悌
で
あ
っ
た
。
就
中
融
遁
念
備
は
良
忍
の
所
謂
捕

陀
直
授
の
法
門
に
接
源
し
て
他
力
往
生
を
主
張
し
乍
ら
而

も
猶
天
台

ω三
諦
回
融
華
巌
の
事
今
光
凝
法
界
の
敬
義
を

巧
に
利
用
し
た
烏
鼠
中
立
の
麓
態
偽
教
で
あ
る
。
蓋
し
卒

安
よ
り
鎌
倉
に
移
る
過
渡
悌
教
と
し
て
は
咽
』
れ
ま
た
高
止

む
を
得
な
か
っ
た
事

t
思
ふ
o

木
曾
義
仲
、
源
頼
朝
の
接
頭
に
よ
っ
て
長
袖
者
流
大
宮
人

の
長
夜
の
夢
は
破
ら
れ
、
さ
し
も
築
華
を
極
め
た
平
家
一

円
も
西
海
の
藻
屑
と
消
え
て
鎌
倉
建
府
の
一
幕
は
開
か
れ

た
。
此
の
間
に
於
り
る
念
碑
直
下
の
枇
曾
麗
勤
は
蓋
し
吾

人
の
想
像

r仁
及
ば
な
い
位
で
あ
っ
た
。
陣
頭
往
来
の
腕

試
し
か
ら
自
己
の
質
力
を
知
り
無
自
畳
不
徹
底
の
惇
統
生

活
か
ら
脱
し
て
、
人
間
本
然
の
自
覚
仁
活
き
む
・
と
す
る
鎌

倉
武
士
中
心
の
彼
等
仁
は
奈
良
平
安
の
奮
宗
仁
依
っ
て
到

底
満
足
し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
直
指
人
心
見
性
成

備
、
己
心
即
怖
を
誇
張
す
る
新
来
の
臨
済
、
曹
洞
が
此
の

機
運
に
迎
へ
ら
れ
て
、
建
長
、
建
仁
等
の
創
建
問
も
な
き

職
剥
の
繁
柴
は
蓋
し
常
然
で
あ
っ
た
。
他
方
往
生
、
靖
陀

悲
願
を
標
梼
し
て
立
っ
た
法
然
親
鷺
の
一
新
興
悌
設
は
縦
A
T

夫
が
未
開
制
異
質
の
散
で
ゐ
る
に
せ
よ
、
此
の
閣
の
地
方
民

衆
に
投
じ
て
よ
〈
も
鯖
依
渇
仰
を
受
け
た

ωは
機
宜
頗
る

常
を
得
た
も
の

t
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
主
他
卒
安
末
期
仁

於
け
る
一
一
般
信
風
の
墜
落

t
運
命
を
倶
に
し
た
戒
串
戒
行

が
新
政
府
の
創
開
、
世
曾
革
命
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
某
の
復

活
を
叫
む
で
産
れ
た
南
北
南
京
律
の
活
動
も
亦
、
自
費
し

い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
五
）
日
蓮
塞
人

然
る
じ
思
へ
時
は
是
れ
末
法
涜
季
機
は
是
れ
本
末
有
善
、

闘
は
是
れ
大
乗
有
縁
で
あ
る
o
若
夫
れ
調
停
曾
の
金
言
窓
か

ら
子
、
教
法
流
布
の
序
衣
規
矩
整
然
た
ら
ば
法
ク
本
門
弘

通
の
事
者
出
現
は
疑
を
容
れ
ぺ
き
で
は
な
い
。
果
せ
る
哉

建
長
五
年
四
月
廿
入
目
、
満
々
た
る
太
平
洋
の
狂
詩
岩
根

を
噛
む
清
常
山
上
の
一
角
、
無
明
の
閣
を
破
ワ
て
き
し
昇
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る
旭
日
に
向
ひ
雄
々
し
く
も
開
宗
宜
言
の
火
益
を
切
っ
た

未
法
高
年
救
世
の
主
は
現
は
れ
た
。
在
減
経
宗
を
批
判
分

類
し
、
取
捨
簡
揮
す
る
貫
教
五
網
の
利
剣

t
悌
滅
己
後
三

国
未
曾
有
の
大
燈
宗
旨
の
三
秘
は
業
仁
巳
に
整
呈
し
て
新

教
典
立
の
草
者
日
遣
の
胸
中
に
は
深
〈
秘
識
せ
ら
れ
で
あ

っ
た
。
四
個
格
言
の
提
唱
は
建
設
の
前
の
破
壊
で
あ
り
、

立
賓
の
縛
め
の
慶
権
で
あ
っ
た
。
天
地
に
轟
〈
折
伏
の
錨

鎚
は
既
成
宗
教
を
粉
砕
し
1

一
物

t
し
て
存
在
の
意
義
な

か
ら
し
め
日
出
後
の
星
光
を
思
は
し
め
た
。
開
宗
嘗
時
に

於
け
る
宗
組
の
勇
姿
と
胸
中
を
思
ひ
浮
ぺ
る
時
常
時
も
肉

踊
り
、
血
涌
〈
の
概
が
あ
る
o

前
に
も
遁
ぺ
た
如
〈
、
太
子
は
法
華
中
心
の
襲
用
権
賞
、

遁
偶
数
家
で
あ
っ
て
、
今
設
に
余
は
、
東
邦
法
華
惇
持
者

と
し
て
の
讃
詞
を
塁
す
の
心
に
跨
跨
す
る
も
の
で
は
な
い
。

然
し
吾
闘
に
於
り
る
法
華
弘
通
宣
俸
の

E
導
師

t
し
て
は

樽
敬
大
師

t
吾
姐
を
推
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
但
し
大
師
は

軍
令
用
賞
の
以
偏
助
園
、
吾
租
は
但
A
T用
質
の
麿
擁
立
賓

で
あ
る
根
本
的
立
場
の
相
異
を
忘
れ
で
は
な
ら
ぬ
。
三
塁

倶
仁
法
華
中
心
で
は
あ
る
が
、
某
の
所
持
教
法
の
内
科
貫

質
に
於
て
従
浅
至
深
し
最
後
、
吾
姐
に
至
っ
て
法
ケ
悌
教

の
善
鍾
勝
用
は
遺
憾
な
〈
表
現
究
明
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

或
者
は
日
本
偶
数
の
殆
ん
ど
悉
（
が
、
其
源
を
叡
岳
に
費

サ
ざ
る
な

L
t謂
っ
て
居
る
が
、
五
日
租
の
法
華
経
観
仁
比

す
れ
ば
彼
猶
、
天
地
雲
泥
の
差
格
な
る
を
如
何
せ
む
。
悌

暢
の
遺
命
所
弘
の
教
法
は
四
依
の
動
す
べ
か
ら
ざ
る
憲
法

で
あ
っ
た
。

大
師
は
支
那
天
台
仁
上
歩
を
進
め
て
先
網
に
依
る
大
戒
の

事
担
建
立
を
見
、
精
事
的
接
展
を
し
た
と
は
云
へ
、
彼
叉

述
面
本
裏
一
部
唯
症
の
法
華
経
観
で
あ
っ
て
、
五
口
組
の
本

面
述
裏
一
部
唯
本
に
似
る
ぺ
〈
ら
な
い
。
従
っ
て
題
目
論

に
於
て
も
彼
亦
五
玄
を
説
か
ぬ
で
は
な
い
が
揖
在
属
無
し

て
名
玄
の
一
重
仁
庇
し
、
吾
組
の
非
文
非
義
の
破
折
を
蒙

っ
て
居
る
o
能
詮
の
教
法
院
に
如
是
と
せ
ば
、
所
詮
の
法

体
修
行
の
形
容
仁
於
て
も
高
底
懸
隔
あ
る
ま
に
嘗
然
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
は
揖
相
蹄
性
、
縁
理
断
九
、
苦
修
練

行
の
理
一
念
三
千
観
で
あ
る
が
吾
は
即
相
頼
性
、
嘗
鰻
杢

是
口
唱
信
行
の
事
一
念
三
千
観
で
有
智
無
智
を
簡
は
ざ
る

唱
題
成
悌
の
妙
旨
は
貫
に
日
本
悌
数
¢
完
成
究
主
で
あ
り
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叉
博
敬
滅
後
窓
必
己
来
の
本
魔
法
門
の
格
窮
婦
結
と
云
ふ

ぺ
き
だ
。

蕊
仁
於
て
か
異
静
的
念
悌
易
行
、
天
台
の
理
観
精
修
何
の

面
白
か
あ
る
o
曜
大
な
る
哉
本
化
の
教
観
、
仰
で
信
子
べ

〈
伏
し
て
息
ふ
ぺ
し
だ
。

（

六

）

結

論

墨
徳
太
子
に
臨
胎
し
、
博
敬
大
師
に
よ
っ
て
数
理
的
基
礎

を
得
た
「
三
傭
冥
合
同
鎮
護
国
家
」
の
理
想
は
吾
組
の
コ
ニ

成

悌

論

租

剣

文

讃

類

集 大
秘
法
」
「
立
正
安
崎
’
一
の
金
策
と
な
り
廷
で
二
陣
三
障
の

殉
教
的
犠
性
の
努
力
奮
闘
は
之
が
具
現
化
を
物
語
っ
て
居

る
o
醗
っ
て
日
本
働
教
の
接
遅
過
粍
を
顧
る

t
き
、
悉
〈

是
れ
吾
が
本
化
一
大
回
数
宗
、
結
論
へ
の
先
序
で
あ
っ
た

根
本
大
師
の
後
五
百
議
遠
泊
抄
道
と
云
ひ
、
且
つ
正
像
過

積
巳
末
法
太
有
涯
の
羨
望

t
嘆
聾
を
聞
〈
ま
た
宜
哉
で
あ

玄
L
W
O

( :!() ) 

己

上

；｛ 

藤

招

商

田

一，戒 f坦

生
体

成身即
$1J 

成

傭
題

偽
紗 義 名

倉 寝苦地

建 ’支仁 筆

長
J、治

作
ヨえ

七 文＝ 年永一

年 ニ年 衣

賓
ニ，二
十 十
四 一 算

縮

遺

ー 頁
一一一
七回 O 敷


